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「届けたい！日本の元気。韓国の友情。」 

KOREA 東北親善大使派遣事業 旅行記 

2012.2.14～2.19 

仙台空港に到着。いよいよ旅の始まりです。 

東北観光推進機構 笠間様（前列右端）、宮城県観光課 佐藤様（前列中央）が 

出迎えてくださいました！ 

東北大学の留学生との意見交換会。日本での留学生活などの話で盛り上がっていま

した。いつか日本に留学したいと話す親善大使の学生もいました。 

DAY 1 
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DAY ２ 

宮城県南三陸町の防災対策庁舎。献花のあと全員

で黙祷をささげました。津波の被害は学生たちの

想像以上で、現場到着後しばらくは言葉を失って

いました。 

宮城県南三陸町のホテル観洋。女将の阿部憲子様

にご講話をいただきました。 

震災後、避難所として多くの方の受け入れを行っ

たこと、避難している子供たちのために寺小屋を

開設したことなど、貴重なお話に学生たちも熱心

に聞き入っていました。 

宮城県南三陸町の入谷 YES 工房。ここは廃校となっ

た中学校の校舎を利用し、震災で家や仕事を失った

人々に働く機会や場所を提供しています。 

タコをモチーフとしたキャラクター「オクトパス君」

や、蚕の繭を使用したひな人形「おひなたま」を制作

しています。 
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DAY ３（北チーム） 

岩手県一関市の猊鼻（げいび）渓。こたつ舟で

美しい渓谷を眺めながら川下り。途中、船頭さ

んが「げいび追分」という舟歌を披露してくれ

ました。学生はこたつも屋形船も初体験で、一

度に二つの日本文化を体験できました。 

岩手県平泉町の中尊寺。平泉の文化遺産は

2011 年６月に世界遺産に登録され、その後、

観光客が大幅に増加しています。 

中尊寺金色堂のきらびやかな様子に学生たち

も感動していました。 

岩手県平泉町の平泉文化遺産センター、平泉

の文化遺産に関する歴史などについて説明を

受けました。 

岩手県平泉町の平泉文化遺産センター。平泉

の文化遺産に関する歴史などについて説明を

受けました。 



（CLAIR メールマガジン 2012 年３月配信） 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DAY ３（南チーム） 

福島県いわき市の渡辺敬夫市長を表敬訪問しました。市長からは「皆さんに来て

いただき感謝しています。またいわきに来たときにどのくらい復興が進んでいる

か、これからも見てもらいたいです」とお言葉をいただきました。 

福島県いわき市のスパリゾートハワイアンズ。訪問の

１週間前に営業を再開しました。学生たちもアロハシ

ャツを着てフラダンスを踊る貴重な体験をしました。 

福島県いわき市のアクアマリンふくしま。 

福島の海を再現した水量 2,050 トンの水槽 

は迫力がありました。 
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DAY ４（北チーム） 

宮城県塩竈市の塩竈神社。石鳥居をくぐり 202 段

の石段の表参道（表阪）を登ると社殿があります。 

 

宮城県塩竈市の顔晴（がんば）れ塩竈、塩竈で古く

から伝わる製法での塩づくりに取り組んでいます。 

 

塩竈といえばやっぱり「お寿司！」 

 

宮城県塩竈市の顔晴（がんば）れ塩竈。塩竈で古く

から伝わる製法での塩づくりに取り組んでいます。 

 

宮城県松島町の瑞巌寺。陽徳院御霊屋（伊達

政宗公の正室愛姫の墓堂）が特別公開されて

いました。 

 

宮城県松島町の観瀾亭。ふだんは賓客のみに

使用している御座の間で抹茶体験をさせて

いただきました。 
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DAY ４（南チーム） 

福島県会津若松市の室井照平市長を表敬訪問し、復興

への取り組みなどについて意見交換を行いました。 
福島県会津若松市の鶴ヶ城、雪化粧をした天守閣

が白く輝いて見えました。 

福島県会津若松市の末廣酒造。150 年以上の伝統を誇る

酒蔵を見学後、おいしいお酒を試飲でき大満足でした。 

福島県会津若松市のほしばん絵ろうそく店。ろうそくの

絵付け体験で、オリジナルろうそくを作りました。 
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DAY ５（北チーム） 

宮城県大崎市の鳴子温泉、駅のホームでは横断幕

を持った地元の方々が歓迎してくれました。 宮城県大崎市の鳴子温泉、駅のホームでは横断幕

を持った地元の方々が歓迎してくれました。 

宮城県大崎市の鳴子温泉。駅のホームでは横断幕

を持った地元の方々が歓迎してくれました。 

宮城県大崎市の桜井こけし店。こけしの絵付け体

験を行いました。こけしに描く顔は自分自身を表

すとも言われますが、出来栄えやいかに？ 

宮城県大崎市の鳴子ホテル。女将の高橋弘美様に、鳴子

温泉の紹介や、震災時にホテルを避難所として提供した

時の様子などをご講話いただきました。 

鳴子ホテルの温泉。雪の中を歩いて冷えた体が芯から

温まりました。外気や湿度によってお湯の色が変わり、

季節ごとに違った色のお湯を楽しめます。 
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DAY ５（南チーム） 

福島県下郷町の大内宿。江戸時代に整備さ

れた宿場町で、今でも茅葺屋根の建物が残

されています。囲炉裏で焼いた川魚を味わ

うなど昔ながらの生活を体験しました。 

福島県喜多方市といえばラーメン、

昭和初期に市内のラーメン屋が屋台

を引き歩いたのが発祥で、現在では

100 軒以上のラーメン屋がありま

す。 

福島県喜多方市といえばラーメン。昭和初期

に市内のラーメン屋が屋台を引き歩いたの

が発祥で、現在では 100 軒以上のラーメン

屋があります。 

福島県喜多方市で開催された全国ラーメン

フェスティバル。喜多方など全国８店舗の

ご当地ラーメンが集結し、大勢の来場客が

その味を楽しんでいました。 


